
≪初版≫

株式会社 県北産廃では、安全と地球環境への配慮を最優先し、「地球にやさしい、人
にやさしい」をモットーに周囲の環境保全、皆様から信頼を頂ける産業廃棄物処理に
努めます。常に付加価値の高いサービスの提供と快適な生活環境づくりに貢献し、お
客様である排出業者様が安心して処分を任せて頂ける企業を目指し、日々努力して
おります。

環境経営レポート
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1.〖事業概要〗

１）事業所名及び代表者名
株式会社  県北産廃

        代表取締役 中島 克宣 

2）所在地
    ・本 社 ・・・・・・・・・・・・・・ 〒889-1112 宮崎県日向市大字幸脇653番地

    ・中間処理場(破砕) ・・・・ 宮崎県日向市大字幸脇字井良津672番地11及び各工事現場

    ・最終処分場(安定型) ・・ 宮崎県日向市大字幸脇字東境川639番地2の一部外41筆

3）法人設立日
        ・2015年10月5日

4）事業内容
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

中間処理(破砕)

許可年月日 平成20年10月20日

許可番号 シレイ24930-16-7

安定型最終処分場

4547005470

平成10年1月12日

平成9年6月19日

産業廃棄物収集運搬業

4507005470

昭和61年7月8日

令和5年7月8日

4547005470

産業廃棄物処分業

昭和61年7月8日

令和5年7月8日

許可番号

業許可の種類

当初許可年月日

許可年月日

許可期限年月日

・中間処理
・最終処分

平成10年1月12日

◆ 産業廃棄物

処理方式 サンドイッチ埋立方式許可番号

許可年月日 昭和61年7月8日

シレイ248-16-3

6８,828平方メートル

847,295立方メートル

設置年月日

埋立面積

埋立残容積

処理能力

60０,000立方メートル

設置場所
日向市大字幸脇字
井良津672番11
及び各工事現場

令和10年7月7日

破砕

埋立処分

令和10年7月7日

処理方法

処理能力

設置年月日 平成20年11月5日

種類 木くずの破砕施設

18.2４t/日(8時間)

廃棄物の種類
廃ﾌﾟﾗ・ｺﾞﾑくず・金属
くず・ｺﾝｸﾘｰﾄ､ｶﾞﾗｽ､
陶器類･ｶﾞﾚｷ類

・収集運搬積替保管なし

処理方法
事業の
区分

(令和5年3月末現在)

１軸回転カッター方式
 ㈱諸岡製 ＭＣ-2000型

安定型最終処分場

埋立容積
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5) 事業規模・処理実績

※ 2023年度の実績は8月から10月までの３ヶ月間の実績

6) 処理方式

7) 車両&重機類

8) 対象範囲
・対象組織(全組織) ・・・・・・・・  本社・中間処理場・安定型最終処分場
・対象活動(全活動) ・・・・・・・・  事業内容の全て

   (産業廃棄物収集運搬業・中間処理業(破砕)・最終処分業)

・対象期間・・・・・2023年8月～2023年10月(臨時運用期間)

・環境経営レポート作成日・・・・・2023年11月6日

9）連絡先
・環境管理責任者・・・酒井 英樹 工場長

・連絡担当者・・・・・・・井上 佳奈子 総務

・TEL・・ 0982-58-1566 ・FAX・・ 0982-58-0803

・E-Mail ・・・・ kenhokusanpai@dune.ocn.ne.jp

・URL ・・・・・・ kenhokusanpai.com

10）組織図

項  目 2022年度 2023年度 2024年度

資本金（万円） 120 120

売上高（万円） 10,583

産業廃棄物収集運搬量(t) 0

産業廃棄物中間処理量(t) 1840.3 232.2

産業廃棄物最終処理量(t) 9248.1 2774.4

車番 車種 重機

本社事業所床面積（㎡） 50 50

従業員数(企業全体) 13 13

直接
搬入

収集
運搬

展
開

検
査

中間処理場面積（㎡） 225 225

判
定

計
量

売却
木くず

繊維くず
破砕

埋立場総面積（㎡） 68828 68828

ｴｱｺﾝ付

地下水・浸透水検査

種類・数量記録

廃プラ､ゴムくず､金属く
ず､ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず、ｶﾞﾚｷ類

埋立

1

10tﾀﾞﾝﾌﾟ

4tﾀﾞﾝﾌﾟ

軽ﾄﾗｯｸ

軽ﾄﾗｯｸ

ランドフィルコンパクタ

ホイルローダー

フォークリフト

木くず破砕機

パワーショベル

事務部門

代表者

環境管理責任者

収集運搬部門 中間処理場 最終処分場

宮崎100 は 3546

宮崎100 す 9691

宮崎480 そ 7224

宮崎 41 に  790

備考

ｴｱｺﾝ付

台数

5

1

1

1
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２.〖環境経営方針〗

株式会社 県北産廃は、産業廃棄物の再資源化や最終処分等の事業活動は、

地球温暖化防止や資源の有効活用・枯渇防止等、環境経営上の重要課題と

位置づけて、環境マネジメントシステムを構築して継続的改善を図り、

地域の環境保全及び循環型社会の構築に尽力します。

１．事業活動で発生する環境負荷の削減の為、以下の事項を優先課題と

   位置づけて、重点的に取組みます。

   ①．電気使用量や化石燃料使用量の節減を図り、二酸化炭素排出量の削減に

      努めます。

   ②．節水活動により水使用量の抑制に努めます。

   ③．事業活動で発生する廃棄物の削減に努めます。

2．事業に係る環境関連法規、地域との協定等を遵守します。

３．受託した産業廃棄物の再資源化を推進します。

４．事業活動を通して地域の環境保全に努めます。

５．環境経営方針は、全社員に周知徹底すると共に、社会に公表します。

制定；2023年8月1日

株式会社 県北産廃

代表取締役 中島 克宣

環境基本理念

環境経営方針

弊社は社会的に貴重になりつつある最終処分場の長寿命化を図
り、尚且つ循環型社会に対応する企業を目指しています。
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３.〖環境経営目標〗

       作成日；2023年9月1日

第 一 次 中 期 目 標

基準値
(2022年9月～
2023年8月)

2023年度
(2023年9月～
2024年8月)

2024年度
(2024年9月～
2025年8月）

2025年度
(2025年9月～
2026年8月)

総量 214,448 213,375 212,303 211,231

処分量
あたり

19.3

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

本社 13,463 13,396 13,328 13,261

(処分量
あたり) 1.21

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

全社 2,508 2,496 2,483 2,470

(処分量
あたり) 0.23

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

全社 78,834 78,440 78,046 77,651

(処分量
あたり) 7.11

基準比1袋削減 基準比2袋削減 基準比3袋削減

事務所 72 71 70 69

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

全社 1,563.0 1,555.2 1,547.4 1,539.6

全社

＊受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境配慮は、当該環境経営計画を遵守する事を目標。

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和5年7月環境省公表の九州電力調整後排出係数0.389を使用。

【改訂履歴】
   改訂 ； 

単位 CO2排出係数

購入電力 ｋＷｈ 0.389

ガソリン Ｌ 2.32 11,088.41

軽油 Ｌ 2.58

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

   １．二酸化炭素排出量の
   削減  （kg-CO2）

全
社 基準値(19.3kg/CO2)以内

年間総処分量(ｔ)
(収集・中間・最

終)

③軽油使用量の削減
      （Ｌ）

基準値(7.11 L/t)以内

２．一般廃棄物最終処分量の
   削減  (袋)

３．水資源使用量の抑制

       （m3
）

４.受託した産業廃棄物の収集
 運搬・処分における環境配慮

環境経営計画の遵守

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
項
目

①電力使用量の削減
     （kWh）

基準値(1.21kWh／t)以内

②ガソリン使用量の削減
     （Ｌ）

基準値(0.23 L/t)以内

環境経営目標(第一次)

-5-



４.〖環境経営目標の実績〗

＊2023年8月から2023年10月までの臨時運用期間の予実績は下記の通りです。

第 一 次 中 期 目 標

目標値 実績 達成率 評価

総量 43,773 52,846 82.8% △

処分量
あたり

19.3 11.3 170.1% ○

本社 7,189 2,368 303.6% ○

(処分量
あたり) 1.21 0.51 238.8% ○

全社 700 874 80.1% △

(処分量
あたり) 0.23 0.19 120.5% △

全社 15,253 19,340 78.9% △

(処分量
あたり) 7.11 4.15 171.2% ○

事務所 18 18 100.0% ○

全社 486.6 181.0 268.8% ○

全社
環境経営計
画の遵守

環境経営計画
を遵守してい
ます

― ○

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和5年7月環境省公表の九州電力調整後排出係数0.389を使用。

＊LPGを含めた全社の二酸化炭素総排出量は、52,865 kg-CO2です。

評価基準
達成率80%以上=○、70%以上は△、70%未満は×

2023年8月～2023年10月

全社の二酸化炭素排出量は総量では目標未達成となったが、焼却炉閉鎖の為に
電気使用量が大幅に減少した事と、重機のフルアクセル抑制などの活動の結果、
処分量に対してエネルギーの使用量が少なくなった事で、処分量当りの二酸化炭
素排出量は目標を達成した。

期間中の総処分量(t)

4,656.5

③軽油使用量の削減
      （Ｌ）

２．一般廃棄物最終処分量の
   削減  (袋)

３．水資源使用量の抑制

       （m3
）

４.受託した産業廃棄物の収集
 運搬・処分における環境配慮

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

   １．二酸化炭素排出量の
   削減  （kg-CO2）

全
社

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
項
目

①電力使用量の削減
     （kWh）

②ガソリン使用量の削減
     （Ｌ）
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5.〖環境経営計画と実施状況〗

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

○

○

○

○

評価基準
   ○=ほとんどの箇所・人が実施出来ている。  △=70%程度の箇所・人が実施している。
   ×=まだ30%程度しか実施出来ていない。  ― = 該当しない

評価

基準年に使用していた焼却施設
を廃炉にした事と、不在時の消灯
やエアコンフィルターの清掃を実
施して大幅に達成となっている。
次年度に電気の基準値の見直し
を計画する。

エコドライブ等は徹底できている
が、活発な営業活動や関係区へ
の訪問等でガソリン消費量がや
や増えた。

重機のフルパワー抑制等は出来
ているが、埋め立て地の整地等
で重機稼働が多かった事で、軽
油消費量が増加した。

事務所から出る事業系一般廃棄
物削減のために、コピー用紙の節
減を主な活動として取組んでい
る。

基準年に焼却施設で使用してい
た大量の水が不要となった為、大
幅な達成となった。次年度は基準
値の見直しを計画する。

収集・運搬の実績が無かった。

左記の①②③④は遵守してい
る。

水資源使用量の削減

①水道配管からの漏水を定期的に点検する
  (全蛇口を止めて水道ﾒｰﾀｰの動きを確認する)

②車両や重機・機械類の洗車はできるだけ
  雨水を利用する

受託した産業廃棄物
の収集運搬・処分にお
ける環境配慮

①収集運搬車積載物の落下・飛散防止の徹底

②収集運搬の効率化推進
  （ルート選択、回収回数調整等)

①搬入廃棄物の展開検査による安定型埋立の
  徹底

②環境配慮型の重機類を使用する
(排ガス対策型、低騒音型、低振動型、エコ操作型等)

③埋立現場は飛散・悪臭等が発生しない様に、
  定期的に周辺を確認する

④地下水、浸透水の定期的な確認・記録による
  基準値遵守

一般廃棄物の削減

①資源物を再生利用できるように分別する
  (最終処分量の削減を目指す)

②コピーは裏紙使用や両面コピー､縮小コピー､
  集約コピーに努める

③電子回覧やペーパレスFAX等を利用し､
  出来るだけ紙を排出しない

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

①電気使用量
の削減

①不在箇所、不要箇所及び昼休み時は消灯する

②空調の適温化
〔冷房２８℃程度、暖房２２度程度〕を徹底

③ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰを定期的に清掃する

ガソリン消費量
の削減

①エコドライブの徹底 （アイドリングストップ、
                    急発進・急加速及び空ぶかしの防止等）

②車輌運行時はできるだけ早めにアクセルオフ
   の運行

③現場への相乗りを推進する

取組み項目 目標を達成するための具体的な活動内容 実施状況評価

軽油消費量の
削減

①重機や機械等はできるだけフルパワー操作を
  しない （アクセル8割運動の推進）

②重機や車両等の始業前点検、定期整備の実施

⑥コンプレッサーや発電機など、使用しない時は
  こまめにエンジンをストップする
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6.〖次年度の環境経営計画と環境経営目標〗

21２,303
kg-CO2(総量)

19.3
kg(処分量あたり)

受託した産業廃棄物の
収集運搬・処分におけ
る環境配慮

水資源使用量

①収集運搬車積載物の落下・飛散防止の徹底

②収集運搬の効率化推進
  （ルート選択、回収回数調整等)

①搬入廃棄物の展開検査による安定型埋立の
  徹底

②環境配慮型の重機類を使用する
(排ガス対策型、低騒音型、低振動型、エコ操作型等)

③埋立現場は飛散・悪臭等が発生しない様に、
  定期的に周辺を確認する

④地下水、浸透水の定期的な確認による
  基準値遵守

環境経営計画の遵守

②車両や重機・機械類の洗車はできるだけ
  雨水を利用する

１,547.4 ㎥

②車輌運行時はできるだけ早めにアクセルオフ
   の運行

③現場への相乗りを推進する

軽油消費量

①重機や機械等はできるだけフルパワー操作を
  しない （アクセル8割運動の推進）

②重機や車両等の始業前点検、定期整備の実施

⑥コンプレッサーや発電機など、使用しない時は
  こまめにエンジンをストップする

一般廃棄物最終処分
量

①資源物を再生利用できるように分別する
  (最終処分量の削減を目指す)

②コピーは裏紙使用や両面コピー､縮小コピー､
  集約コピーに努める

③電子回覧やペーパレスFAX等を利用し､
  出来るだけ紙を排出しない

①水道配管からの漏水を定期的に点検する
  (全蛇口を止めて水道ﾒｰﾀｰの動きを確認する)

71袋以内

取組み項目 目標を達成するための具体的な活動内容の

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

①電気使用量

①不在箇所、不要箇所及び昼休み時は消灯する

②空調の適温化
〔冷房２８℃程度、暖房２２度程度〕を徹底

③ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰを定期的に清掃する

④蛍光灯や反射板など照明器具を定期的に
   清掃する

二酸化炭素 ・省エネ活動の推進

2024年度
目標

２,483
L(総量)
0.23

L(処分量あたり)

78,046
L(総量)

7.11
L(処分量あたり)

1３,328
kWh(総量)

1.21
kWh(処分量あたり)

ガソリン消費量

①エコドライブの徹底 （アイドリングストップ、
                    急発進・急加速及び空ぶかしの防止等）
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7．〖環境関連法規等の遵守状況の確認
  及び評価の結果並びに違反・訴訟等の有無〗

当社の事業に関係する環境関連法規制、及び廃棄物の処理及び清掃に関する

法律等の遵守状況を確認した結果、以前から違反などは全くありません。

また、関係当局からの指摘や地域住民からの訴訟などもありませんでした。

当社の事業に関係する主な環境関連法規等は以下の通リです。

遵守
評価

遵守

遵守

遵守

遵守

該当なし

該当なし

遵守

遵守

遵守

遵守

8．〖代表者による全体評価と見直しの結果〗

  株式会社 県北産廃は、産業廃棄物の再資源化や最終処分等の事業活動は、

 地球温暖化防止や資源の有効活用・枯渇防止等、環境経営上の重要課題と

 位置づけて、社会的に貴重になりつつある最終処分場の長寿命化を図りながら

 循環型社会の構築に寄与する企業を目指し、2023年8月から環境マネジメント

 システムを構築して環境活動に取組み始めました。

 取組当初、過去の環境負荷を数値情報として確認し、改めて省エネ・省資源活動

 の必要性を再認識した次第です。

 これからも産業廃棄物の適正処理を徹底して、循環型社会・持続可能な社会の

 構築に微力ながら尽力していく所存です。

浄化槽法 ・定期清掃、点検、法定検査の実施

公害防止協定
・・幸脇区 自治会長・遠見区 区長公民館長・飯谷区 区長公民館長
・(立会人)日向市市長との協定順守

・処理困難な場合の委託者への通知

リサイクル法
・使用済み物品等の再生資源・再生部品として利用の促進
・使用済みの製品、副産物等の再利用、再生資源・再生部品としての利用促進

ﾌﾛﾝ排出抑制法 ・定格出力7.5kW未満の業務用ｴｱｺﾝの簡易点検と記録の保管

法規名 主な内容

廃掃法

・運搬中の飛散、流出防止、悪臭、騒音等生じない措置

・各票は管理票交付日から期限内に排出事業者へ返却する

・収集運搬管理台帳の記録保管
・中間処理台帳の記録保管

・最終処分場の維持管理事項の遵守
  ・地下水・浸透水の水質検査、埋立物の展開検査、種類と量の記録、火災防止

・再委託禁止
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